
世 界 と死 に つ い て

ハイデガーの思惟を手掛か りにして

山 本 與 志 隆

「死 は各 々の現存在 そ れ 自身が引 き受 けね ばな らない存在 の可 能性 であ る。 …

この最 も自己的 な可 能性 の内で は、現存 在 に とっ て彼 の世界内存在 が端 的 に関心 の的

とな る。」(SZ250)『 存在 と時聞』にお いて 、我 々人 間を現 存 在 と呼 び、そ の根 本 体

制 を 「世界 内存 在(ln-der-Welt-sein)」 と規定す るハ イデガー は、 そ の現存 在 と 「死 」

との関係 を上 の ように述べ てい る。世界内存在 とい われる と 同時に 「死へ の存 在(das

SeinzumTode)」 ともい われる現存在 にお いて は、その世界概念 と死 の概 念 は極 めて

密接 な関係 を もってい る とい うこ とが で きる。つ ま り、世界概念 と死 の概 念 とは等 根

源 的 に規定 されね ばな らないの である。

そ こで 、我 々がハ イデ ガーの テキス トに即 して この二 つ の概念 を吟味 してい くな ら

ば、ハ イデガー 自身の述べ てい る死 につい ての事柄 か ら、 さ らに深め られた死 の概 念

が浮 かび上が って くる ことがわか る。そ してその ように して新 た に浮か び上が った死

の概念 は 、現在様 々 な領域 におい て議論 されてい る脳死等 の問題 を通 して現代 におけ

る 「死 」の捉 え方 に新 た な光 を投 げ掛 けて くれる ように思 われる。我 々は この ような

観 点か らハ イデガ ーの死 の概念 を再検 討す るこ とを試 みたい。

第一節 『存 在 と時間』 にお けるハ イデガ ーの世界概 念

『存在 と時 間』 にお いて、周 知の ように、ハ イデ ガーは現存在 すなわ ち世界 内存 在

以外 の存 在者 の存 在様態 を直 前存 在(Vorhandensein)と 手許存在(Zuhandensein)に 分類

して考 察 している。 そ して 、世界内存在 とい われ ると きの 「世界」 につ いて は 「世界

はあ らゆ る手許存 在者 におい て常 に既 に 『現 に(da)』 在 る」(SZ83)、 つ ま り現 に存在

す る と述べ られてい る。ハ イデ ガーに よれ ば、内世界 的に(innerweltlich)出 会 わ れる
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ものの 内で、直前存 在 とは、我hが 主題 的 に把握 しよ うとす る 「理 論的態度 」 に対 し

て 「客観 的な存 在Jと して眼前 に現われ る もの に他 な らない。 それは、現存 在の実 践

的な道具 との 「配 慮的交渉(1)(besorgenderUmgang)」(SZ66ff.)に お いて非表明 的な仕方

で出会 われる手許存 在 の手 許性 を基 礎 に して、その手許存在 が非世界 化 されたあ る種

の欠如態 として初 めて我 々の眼前 に現 われ る ものであ る(SZ72ff.)。 したがっ て、直前

存 在者 も手許存 在 を前提 して初め て在 りう る とい う意味 におい て、現存 在 に内世界 的

に出会 われる存 在者 の よ り根 源的 な存 在様 態 は手許存在 であ るとい うことが で きる。

そ こでハ イデガ ーは 「季許性 ほ、存在 者寮 『そ乳 自体 たおU・そ(ansich)』 あるが ま ま

あ、存 在者 あ存 在論 的 一範 癖由窺走 ぞあ る」(SZ71)と い うのであ る。

例 え ば我 々の身近 な周囲世界 の 中で使 用 とい う配慮的交渉 をもつ ものの例 として 、

長 く使 って手 に馴染 んだ財布 とそ の中 に入 っている貨 幣 を考 え てみ よう。財布 も貨 幣

も我 々が 同 じように手 に し、 「つ か う」 とい う点で は、 両者 には違 いがない ように思

われる。 ところが両者 は、我 々 に対 して極 めて対 照的 な存在様 態 を示 して くるので あ

る。つ ま り貨 幣 は、本 来的 な形で売 買に使 われ る ときには、た とえ潜在 的 な仕 方で は

あれ、そ の色 、形 、大 きさ、質量 、材 質等 とい った客 観 的な性質が常 に既 に主題 的 に

理解 され ている もの であ る。その よ うに して本物 であ るか偽物 であ るかを識別 する こ

とは貨 幣 にとって本質 的な事柄 で ある。 とすれ ば、貨 幣 は我 々の 日常生活 にお いて使

われてい るとはい え、 「道具」 とい う意 味 での手許存 在 とい うよ りもむ しろ、存在 者

として は直前存 在 と しての性 格 を よ り濃 く有 する もので あ る(2)。一方財布 の方 は、そ

の 日常 生活で の使 用 に際 しては、その色 、形 、大 きさ、質量 、材 質 といった客観 的諸

性質 は問題 になって こない。 つま り我 々は 、財布 とい う道具 の使 用 にお いて 、少 な く

と もそれが手 に馴 染 んで しまってか らは、 「財布 を使 用 している」 とい う意識 を表明

的に もつ ことはない のであ る。それ は現存 在 の世界 の一部 と して、世界 を構 成す る手

許存在 となって い るの で ある 。ハ イデ ガー 自身 も周知 の 「ハ ンマ ー」 の例 を挙 げて

「ハ ンマー とい う物が ただく客観 的、理論 的に 〉眺 め られ るこ とが少 なけれ ば少 ない

ほ ど … ハ ンマー に対 す る関わ り合 いは それだ け一層根 源 的にな り、ハ ンマ ーは ま

す ます蔽 い隠 される こ とな く、それがそ れ である ところの もの として、つ ま り道具 と

して 出会 われるの であ る」(SZ69)(〈 〉内は山本 の挿入。以 下同 じ。)と 述べ てい

る。 さらに、諸々の 道具 は本 質上 「… す るための ある もの(etwas,umzu・ ・)」で

あ り、そ れ らの様 々な 「す る 一た め(Um-zu)」 の在 り方が 一つ の道具 立 て全体 の全
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体 性 を構成 してい るので あ り、 「す る 一た め」 とい うこの構 造の 内にはあ る もの をあ

る ものへ膏託 歩 る とい うと と(Verweisung)が 含 まれてい る、 と述べ られ る(SZ68)。 そ

して 「現存在 はその 都 度既 に常 に ある一 つの何 の一ため にぐWorum-willen)か ら、あ る

一 つの帰趨 の在 る ところの もの(WomiteinerBewandtnis)に 向ってそれ 自身を付 託 して

お り、す なわち現存在 はそ れがあ る限 り、 その都度常 に既 に存 在者 を手許存在者 と し

て出会 わ しめ て いる。 … そ こに向 か って現存 在 がそ れ 自身 を付 託 してい る構 造

が 、世界 の世界性 を成す もの である」(SZ86)と 言 うの である。要す る に世界 の世界

性 を構 成す るのは、内世界 的 に現存 在 に出会 われ る手 許存在者 と現存在 それ 自身 との

付託 の関係性 に他 な らない。そ こでハ イデガー は、 「付託す る ことのこれ らの諸 関係

(Beziige)の 関係性 格 を、我 々は指宗 歩為(be-deuten)こ と として捉 える」 といい、指

示す るこ との 関係 の全体 を右意 味性(Bedeutsamkeit=指 示性)と 名 づ ける(SZ87)。 そ し

て 「現存在 は有意 味性 に慣 れ親 しん でい る とい うこ とにおい て、存 在者が 発見 され う

る ことの可 能性 の存在 的 な制約 であ る」(ibid)とい うこ とにな る。そ して この こ とか

ら、現存在 の周 囲世界 には緊密 な付 託の有 意味 性連 関が 形成 され、現存在 と手許存在

者 との 関係 は極 めて密接 で、代替不 可能 な もの となる。手許存在者 は 、決 して他 の も

の に代 え るこ とは で きない 「この もの」 で あ る とい う、 い わば 「こ の もの性(die

Diesheit)」 とで もい うべ き性 格 を有 す るこ とにな る(3)。

だか らこそ我 々 が財布 をどこ か に置 き忘 れ るか、 落 と して しま うか して この世界 の

中で喪失 して しまう ような経験 をす る とき、我 々 によ り大 きな喪失感 を味 わわせ るの

は、(も ちろん金額 の多寡 に もよるが)貨 幣そ の もの よ りも財布の方 なの である。 そ

してその際 、先 とは反 対 に、貨 幣 の諸性 質 など決 して問題 にな るこ とはないが 、財布

の もってい た諸性質 は、そ の形状や手触 り等の質感 、何 かの折 につ いた傷 の一 つ にい

たるまで あ りあ りと表 明化 して くるのであ る。 この ように、直前存在 と手許存在 とは

その存在 様態 を異 に してお り、手許存在性 とそ こか ら導か れる手許存在 者の 「この も

の性」とは現存在 の世界 の世界性 にとって本質的 に重要 な意義 を有 して いるの である。

したが って、 そ う した手 許存在者 との交渉 の内 にこそ 「生 き生 きと した(leben(lig)」

存在 の理 解が現存在 に属 してい る、 と言 われ るの であ る(SZ67)。

上 にお いて概略 的に要約 され たハ イデ ガー の思惟 の 中か ら把捉 され る こ とは、 以下

の ことであ る。先 ず第一 に、内世界 的 に出会 われ る諸 々の存 在者 の存 在様態 の うち、

具体的 には様 々 な実践 的行為 の 中で使用 さ れる道具 とい う形 で出会 われ る手 許存在者

87



の存 在様 態 こそが 、存在者 そ れ自体 の 、 「この もの」 としての根源 的 な在 り方で ある

とい うこ とであ る。 さ らに第二 に、そ う した道具使用 とい う周 囲世界 との配 慮的 な交

渉の 中で こそ現存在 にとっての 「生 き生 き とした」存在 理解 が見 出だ される とい うヒ

とであ る。我 々 はこ こで の》lebendig《 とい う語 にあ ま りに重 い意 義 を与 えるべ きで

はないか もしれ ない 。 しか し、後 にハ イデ ガーの 「死の概念 」 を検討 す るこ とによっ

て、 これが単 な る日常 的な意 味以上 の意 義 を もつ とい う ことが理解 され よう。

第二節 ハイデガーの世界概念から導かれる新たな死の概念

「存在 と時 間」 におい て現存在 は、 「死 へ の存 在」 とも規定 される。 「死 」が 問題

にされ るのは、現存在 の根 源的 な実存 を構 成す る もの の解釈 とい う課題の もとに、解

釈 の根源性 の要求 を満 たす ため 、現存 在 の存在 を本来性 と全 体性 とにおい て捉 えよ う

とする文脈 におい てで ある。そ こでは現存 在 の、可能 的に全 体 的にあ るこ とを確 保す

る ことが 問題 となる。

「死」 が通常考 え られてい る ように現存在 の 「終末」 で あ り、 「全 体 と して」 とい

うこ とが 「初 めか ら終 わ りまで」 という こ とで ある とす れば、 自己 自身が関心 の的で

あ る現存 在(4)を全体 と して捉 え るこ とは不 可能 になる。 とい うの は、現存在 の 「自己

に先立 って在 る(Sich-vorweg-sein)」 、すなわ ちその都 度そ れ 自身の ため に実存す る

とい う契機 の故 に、現存在 がそ の もの と して存在 す る限 りは 、その全 体 には決 して到

達す るこ とがで きず 、反対 に も し現存 在が 全体 を獲得す る とす れば、現存 在 として 実

存 しえな くな るか らで ある。そ こで、通常 の 「死 」か らすれ ば、避 け るこ とので きな

い この矛盾 に抗 して、現存在 を全体性 にお い て捉 え るた めに採 られる道 は、死 の可 能

性 の内へ の先 駆 とい う道で ある(SZ262ff.)。 そ して、その こ とと同時に死へ の先駆的

覚悟性 と して、現存在 は非本 来的 な 日常 的 な在 り方か ら脱 して 自らの本 来的存在 を獲

得す る。 なぜ な ら死 とは 「最 も自己 的な、最極 端 の存 在可 能」 であ り、死 へ の先 駆 に

よって、現存 在 は 「最 も自己 的 な、 最極 端 の存 在 可 能の 理解」 す なわ ち 「本 来 的実

存 」 を可 能 にす る(erm6glichen)よ うになるか らである。 よっ て死 の可 能性 へ の先駆 と

い うこ とで、現存在 を本来性 にお いて捉 える とい う要 求 も満 た され るのであ る。

この死へ の先駆 とい う事柄 は きわめて重 要 な意味 を もつので あるが、先ず 第一 に注

意 され ねば な らないの は 、死 が 可能性 として捉 え られてい る とい うことで ある(5)。ハ
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イデ ガーに よる現存在 の死 の充全 な実存論 的一存 在論 的な規定 は、 「窺存在 あ終お ら

と しそ 、現存 在 あ巌 も 白己歯 春、無 蘭・係的 姦、確 実 姦、 しふ も確 実姦 もあ としそ木 定

な、 追い 麸 しえ姦い 育 能性 」(SZ258)と い う もの で あ るが 、 この 中 の 「確 実 性」 と

「不定性」 とい う性格 は、非本来 的現存在 の死 につい ての 日常 的な話 を解釈 す るこ と

によって得 られた もの であ るゆえ、 この規 定の本質 をなす部分 は 「現存在 の終わ りと

して、 その最 も自己的 な、追い越 しえない可 能性」 とい うこ とにな る。 この死 とい う

可能 性は 「死 へ の存 在 におい ては、 宙能性 としそ弱め られず に理解 され、前 能性 と し

そ形成 され、 しか もその可 能性へ の関わ りの 内で前能性 と しそ持 ち堪 え られね ばな ら

ない」(SZ261)と 言 われ ている。 そ して この可 能性が とりわ け 「追い越 しえない可 能

性」で ある ことか ら、 「追 い越 しえ ない可 能性 の内へ先 駆す るこ とは、そ の可能性 の

手前 に繰 り広 げ られて いるあ らゆる可能性 も一緒 に開示 す るが ゆえ に、先 駆す るこ と

の内 には全体 的 な現存 在 を実存 的 に先取 す る とい う可 能性、す なわち全体 的 な存在 可

能 と して実存 す る とい う可 能性 が存 して いる」(SZ264)と い うことが導か れ 、現存在

を全体性 にお いて捉 える とい う要 求 も満 た され るのであ る。

ここまでの ところか ら 『存在 と時 間』 の 文脈 にお いて現存在 の死 が 問題 にされるの

は、現存 在 を全体性 にお いて捉 える とい う連関 にお いてで ある ことが示 され、ハ イデ

ガーの死 の根本 的規定 が獲 得 された 。次 に問題 となるの は、 この死の概念 が世界概 念

と如何 な る連 関 を有す るのか とい うこ とで あ る。今見 られた死 と現存在 の世界性 との

連 関を考察す る に際 して、 この死 の規定 の構 成契機 を二つ の面 に分節 して考 えたい。

先 ず第一の側 面 は、死 が 「現存 在 の、最 も自己 的な、無 関係 的 な可 能性 で ある」 と

い う面 であ る。第一節 の現存在 の世界 の世界 性の概念 規定 との連関 でいえ ば、こ こで

最 も重 要 なこ とは、死 が 「現存在 の終 わ り」、す なわち 開かれた世界 内存 在 の終 わ り

と して、その現存 在 の世界 を閉 ざす ものだ とい う ことで ある。世界 の世界 性 とは内世

界 的に出会 われ る手許存 在者 の現存 在 自身 への 関係性 で あ った こ とを 想起す るな ら

ば、当の現存在 の死 に よって その世界 その ものが 閉ざ され る ことで 、究極 的 な付 託 と

しての 「現存在 それ 自身のた め」 とい うこ とが意義 を喪失 し、諸々 の手許存在者 と関

係 する交渉 も無 く「な って しま う、 とい うこ とは容易 に理解 される。死 の規 定 の第一の

側面 は、 「無 関係 的(unbeziiglich)」 という語が示す ように、世界 概念 と密接 な連 関 を

有 してい る。死 が 開かれた世界 の内 に立ち 現 われて くる諸 々の存在者 との 関係 を閉 ざ

し、世界 その もの を閉 ざす もので ある以上 、 「無 関係的 な可能性」 といわ れるの も当
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然 のこ とで ある。つ ま り、世界 内存 在 と しての現存在 がその世界性 であ る関係 性 を喪

失す るので あるか ら、 ま さに現存在 が現存 在 であ るこ とがで きな くな るの である。 そ

の意 味で、現存在 がそ れで あるこ とが で きるか どうか が問題 となってい る以 上、死 の

可 能性へ の存在 は 「そ こ にお いて現存在 の存在 が端 的に関心 の的にな る、 その最 も自

己的な存 在可 能 を現存 在 に 開示す る」(SZ263)と い うことに なるので ある 。そ して こ

の 「最 も自己 的な存 在可 能」 は、通常 の非 本 来的 な現存 在の在 り方 におい ては、平均

化 され、水 平化 された 、誰 で もあっ て しか も誰で もない ような、 「ひ と(dasMan)」 と

い う在 り方 での 自己の 日常性 の内 に事 実的 に見失 われてい るのであ る⑥。

この第一の側 面 に関するハ イデ ガーの分 析 は、世界概 念 と死 の概念 を併せ 考 える場

合 、極 めて妥 当であ る。両者 の連 関 は明確 に読み取 る ことが で きる。で は、 さらに死

の概念 の第二 の側面 である 「現存 在の終 わ りと して、追い越 しえない可能性 」 とい う

面 について考 えてみ よ う。 「現存 在の終 わ り」 とい う点 につ いて も、 「追 い越 しえな

い可 能性 」 とい う点 につい て も、ハ イデガ ーの規定 に よれ ば 「死 は端 的 に現存 在不可

能の可 能性 であ る」(SZ250)の で、現存 在が現 に在 る限 りは追い越 しえない とい うの

も当然 で ある し、 また その可 能性 が現実化 する と きには現存在 ではあ りえな くなる、

つ まり 「現存在 の終 わ り」 である とい うの も当然 であ るように思わ れる。

しか しここで第一 点お よび第 二点 を併せ て考 えてみ るな らば、死 につ いての新 たな

局面 が浮か び上 が って くる。 いずれの側面 か ら見 て も、現存 在 に とっての死 は 自 らの

現存在 と内世界 的 に出会 わ れる存 在者 との 関係性 の喪 失 と して捉 え ることがで きるの

である が、特 にそ れが第 一 の側 面で は、 「最 も自己的 な、 無関係 的な」 とい うこ と

で、 「自己性」 「関係性 」 といった世界 の 世界 性が強 調 され ているの に対 して、第 二

の側 面で は 「現存 在の 終 わ りとして、追 い越 しえ ない可 能性 」とい うことで現存在 の

「終 末性」 とで もい う ような ことが強調 されてい る。 もち ろん両者 は、 同 じ一つ の死

とい う現象 を構・成 している わけであ る。 しか し、ハ イデ ガーの語 る ところをみ る と、

その死 の概念 におい ては、 ある意味 では常 識的 な死 の概 念 と も相容 れ るよ うな第二 の

側面 が よ り強調 され ている よ うに思 われる 。その ため、死 とに将 来的 に我 々 に訪 れる

事柄 であ るか の ように受け取 られ ざるをえ な くなってい る。先 の死 の根本概 念 にお い

て言 及 を差 し控 え られ た 「確 実 な、 しか も確 実 な もの と して不定 な」とい う契機 と も

併せ て、 どう して も常 識的 な死 の概念 との 混同 を避 けえ ない 。 しか し世界 内存 在 の、

内 に在 ること及 び世界性 を現存在 の実存 疇 の根 本規定 と して主張 す るハ イデ ガーの思
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惟 に定位 して、世界 内存在 とい う在 り方 を現存在 の生 と考 え るな らば、常識 的 な主観

-客 観 図式が 拒否 され
、そ れ によって客 観 的 な意味で の世界 や死が拒 否 され る以上 、

死 の概 念 に関 して も常 識的 な もの とは異 な った捉 え方が な されね ばな らない。実 際、

ハ イデ ガー自身が 「現存在 は既 に常 にそ の終 末 であ 為(irt)。 死 によって意味 されて い

る終 わる ことは、現存在 が終 末 に一至 って-い る こ と(Zu-Ende-sein)を 意味 している の

ではな くて、 この存 在者 の終 宋ぺ あ存在(Seinzu"aEnde)と い うこ とを意 味 してい る」

(SZ245)と 言い 、 「現存在 が実存 す ると き、現存在 は また このく死 とい う〉可 能性 の

内 に投 げ入れ られて い る」(SZ251)と 言 うと きに 思惟 していた ことこそがそ の真 意で

あ った はずで ある。つ ま り、常識 的 に考 え られ ている ように、死 とは将 来の ある時 に

確 実 に、 しか しそれが何 時か は特 定 で きな いあ る時 に我 々 に降 りかか って くる ような

出来事 ではな くて、常 に我 々現存在 がそ の 内に投 げ入 れ られ ている可 能性 で あ り、そ

の意味 で現存 在 は 「既 に常 にその終 末であ る」、す なわち死 である と言 われ るの であ

る。 とす れば、我 々はハ イデ ガーの思惟 に 内包 され ていた事柄 を よ り明確 に呈示す る

ことで 、その本来 的な意 味を光の 内 に もた らす ことが必 要で あろ う。

その本来 的な意味 は、上述 の死 の概念 の 第一 の側面す なわち現存在 の世界 の世界性

と関わ る 「自己性」 「関係性 」 に定位 して 死 の概 念 を捉 える ことに よって得 られ る。

つ ま り第一節 で挙 げた例 に即 してい えば、 我 々が 手 に馴染 んだ 「この財布」 を使 用 し

ている と きにその 中に投 げ込 まれ ている世 界 にお いて は、我 々 はあ る統一 を もって安

定 した世界 を生 きて いる。 「この財布Jの 使用 に際 して は何 の支障 もな く、 それ故 に

我 々は客 観 的 に如何 な る性 質 や材質 を もった もの である か とい うこと は意識 しな い

し、あるい はひ ょっとする とそれが財布 で あ るこ とす ら意識せ ず に使用 す る。その使

用 にお いて は 「この財布 」 は決 して 目立 っ て はこないの であ るが、そ の ように 目立た

ない とい うこ とこそが道 具す なわち手許存 在 の在 り方 なので あった。 この ような手許

存 在 との配 慮的 交渉 の 内 に示 され るのが 、 世界 内 存在 と しての 現存在 の世界 性 であ

る。 そ して手許存在 とい う様 態 の存 在者が 有意 味性 を失い、無意 味 という 「無」 に落

ち込み 、 「現存 在 の実存 の可 能 な不可 能性 とい う無 」(SZ266)に おい て 、「帰趨全 体

性 」とい う意味 での全 体 と して の世 界が端 的 に喪失 される 現象 が、死 とい う現 象 で

あった(7)。

ここまではハ イデ ガー自身の 思惟 に即 した事柄 で ある と同時 に、常識的 な死 の概念

とも共有 しうる ところで あろ う。 しか しこ こで考 察の歩 みを留め て考 えなければ な ら
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ない。現存在 の世界性 の もつ有意味性 とい うこ とに定位 して考 える場合 、我 々は、果

た して死の概念 を常識 的 な意 味で の 「死 」 と重 なる在 り方だけ に限定すべ きか、あ る

い は、根本的 に捉 え直すべ きか、 とい う問い の検 討 を迫 られる のである。

死 の概念 をその終 末性 にではな く、世界 との関係性 とい う側面 に定位 して捉 え るな

らば、必ず しも死 は上 述の ような形 での全 体 と しての世界 の喪失 と してのみ解釈 され

る必 要 はない。確 か に世界 には究極 的 に現 存在 それ 自身に向け られる帰趨全体性 が属

してい る。 しか し帰趨 全体性 は まさ に全 体 と して有意味性連 関 を構成 して いる故 に、

た とえそ の手 許存在 者の一部 分で も使 用不 可能 にな った り、不在(手 許 に在 るので は

ない)で あった り、配慮す る ことに 「邪魔 になる もの」 とい う意味 で手許 にない状態

であった りす る と、そ れ らの手許 にない存 在者 は 目立 ち、押 し迫 り、押 し掛 か って く

る とい う仕方 で 直前性 を顕 わ に告知 して くる こ とに な り(8)、た ち まち世界 の全 体性 は

破綻 して しま うこ とに なる。そ して世界 の 全体性 の破綻 は、た とえその破綻 が どの よ

うな小 さな もの であれ 、や は り全体 と して の世界 の喪失 を意味す る ことにな り、全体

としての世界 の喪失 は先の根 本概念 か ら して死 とい う ことがで きるので ある。そ れだ

か らこそ 、長い 間手 に馴染 んだ 「この財布 」 やその他 の 「この 道具 」 とい った手許存

在 者が使 えな くなった り、失われ た りす る ときには、それが手 に馴染 ん で使 用の際 に

目立た ない もの であれ ばある ほど、そのか けがえの ない 「この もの性 」 の故 に、途 方

に暮 れた り、そ の喪 失感 、虚無感 を痛感す る度合 いが高 いので ある。 もちろん これ も

程 度の問題 で、場合 によって は同種 の道具 であって も、一方で は途方 に暮 れる ほ ど喪

失感 を痛感 するか と思 う と、一方 で はほ とん ど意 に介 する こと もな く 「別 の もの」 で

間 に合わせ る こと もあ るか も しれない。 ま た同一の もの に対す る個 々の現存 在の対 し

方 も様 々であろ う。 しか し何 れの場 合 にお いて も、手許存 在者 の 「無」 とい う経験 に

よって何 らかの仕方 で現存 在がそ れ まで の支 障の ない世 界 との 交渉 を妨 げ られ 、全体

性 と しての世 界が破 られてい る とい うこ とはで きるのであ る。 したが って、個 々の手

許存 在者 の不 在 や欠陥 、喪 失 に よって現存 在 に経験 されるの は、 まさにそれ まで 自ら

の在った世界 そ の もの の喪 失 とい うことに他 な らない。そ して この世界 の喪失 こそ、

死 に他 な らない 。つ ま り現存 在 は世界内存 在 と して手 許存在者 のrこ の もの性」 の喪

失 とともに死 を経験:するので ある。

また さ らにい えば、 こ こまでは内世界 的 に出会 われる手許存在 者 につ いてのみ に議

論 を限定 して きたが、世界 の 内に在 る現存 在 に出会 われ るものはそ う した道具 的な手
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許存在者 ばか りでは ない。 「現存在 は、特 にそれ が本 質上他者 と共 に在 る こ とであ る

ので 、死 につい てのあ る経験 を得 る ことが で きる」(SZ237)と いい、 「共 に相互 に在

ること としての現存在 の在 り方」(SZ238)と して 、ハ イデ ガーが現存在 を他者 と 「共

に在 る(Mitsein)」 もの、す なわ ち 「共 現存 在(Mitdasein)」 と捉 えていた こ とも周知

の事実 であ る(9)。「共 に在 る こ と」 とは 「同 じ世界 の 内に 共 に相互 に在 る こ と」 であ

る。ハ イデ ガーは この ことか ら、他者 の死 にお いてはそ の他 者 自身が 「最早 現 に在 る

の ではない」以 上、 「死 者 と共 に在 るこ と 〈つ ま り故人 の死体 と共 に、そ の傍 らに在

るこ と〉は まさに、故 人の終末 に到 って し まった とい う本来 的 なこ とを経験 す るの で

は姦》・」 とい う結 論 を導 きだす(SZ238)。 ただ単 に他 者の死 の現場 に居合 わせ る こ と

に よって は本来 的 な意 味での 「終末 に到 って しまった とい うこと」すなわ ち現存 在 の

死 を経験 す るこ とにはな らない とい う、 この こ と自体 は確 か にハ イデ ガーの言 う通 り

である。 しか し、我 々が今新 た に導 きだそ うと してい る死 の概念か ら考 えてみれ ば、

他者 の死 とい う現象 は我 々 に異 な った側面 を見せ て くる。つ ま り、他者が生 きている

と きは共現 存在 として共 に 「この 同 じ世界 」 に在 って 、 「顧慮(Firsorge)」 の様態 と

しての 「関 心(Sorge)」 の対象 で あった わけ であ るao)。とい うこ とは、世界 内 存在 と し

て現存在 は共 に在 る他 者の喪 失の際 に、手 許存在 者の喪 失 に際 して と同様 、いや む し

ろそれ よ り重大 な意 味 を もって、 この 自らの 「この世界 」の喪失 、す なわち我 々が新

たに規定 した意 味での 死 を経 験す る ので あ る。そ うで あ れば こそ 、現 存 在 は 自 らの

「この 同 じ世界 」の 内 に共 に在 る他者 の 「死」 に際 して、 まさに荘然 自失 とい った状

態 にな り、生 きる気力 を も失い、場合 によ っては現実 的な 「死」へ と到 る とい う こと

もあ りうる の で あ る。 また 一 方 で 、 現存 在が 「この 世界 」 の 内 に 共 に な い他 者 の
ノ

「死 」 を知 った と して も、 その他者 の喪失 を経験 しえない故 に、た とえそ れが実数 に

おいて どれほ ど大 きな もの であれ 、現存 在 自身に とっての意味 は小 さな もの とな り、

よって 「この世界」 の喪失 とい う出来事 も生 じえず 、現存 在そ れ 自身 の死 を経験 す る

こ ともない 。 この こ とか らも、我 々 自身の 最 も自己的 な 「この世界 」 と死 との根源 的

な関係の深 さが理解 され るのであ る。

以上、ハ イデ ガーの思惟 を 「この もの性 」 の側面か ら捉 え直 す ことに よ り、新 た な

死 の概念 を獲 得す る ことが で きた 。それ は 、世界 内存在 と しての現 存在が 、内世界 的

に出会 われる手許存 在 を失 い、世界 の内 に共 に在 る他者 を亡 くす と きに抱 く喪 失感や

虚無感 の内に、 自 らの世界 の喪失 とい う死 を経 験す るのだ、 とい うものであ る。 この
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こ とは、今 こ とさらに 「新 た に」 と表示 す る迄 もな くハ イデ ガー 自身 の主張 していた

こ とであ った 。 しか しそれが従 来 は表 明的 な形 では語 られ なかったの であるが、 こ こ

にこ うして明確 な仕方 で取 り出 され るこ とで、現在 の様 々 な領域 での 「死」 の問題 に

新 たな示 唆 を与 え る とす れば有 意義 な ことといえ よう。

それで は新 た に獲得 された死 の概念 か ら、現在様 々 に議論 されてい る 「死 」の 問題

を捉 える とす れば、 どうなるであ ろうか。 「死」が現代 社会 で問題 となる一つの重 要

な観点 は、果 た して死 の客 観 的な判定基準 は考 え うるのか とい う観点 であ り、そ の端

的 な例 は 「脳死 」⑪を巡 って な される、そ れを人の 死 として承 認すべ きか否か とい う

議論 の内 に見 出だす こ とが で きる。我 々は 、 ここで脳死 につ いての議論 を詳細 に検:討

し、脳死 を人 の死 と認 め るこ との是非 を明 らか にする ことはで きないが 、 しか しこう

した議 論が生 ずる とい うこ とか ら現代 の 「死」 の捉 え方 の一 側面 を照 射 したい 。

この ように脳 死 を現 実的 に 「死 」 として 承認す るか否か を巡って 、 これ ほ ど議論 が

な されな ば な らないの は何 故 か、 一体 その 問題点 の根 は結局 の ところ何 処 に あるの

か 。それ は上述 の こ とか ら も理解 される よ うに、現存 在の死 とい う 「最 も自己 的な」

事柄 に客観 的、普遍 的な判定基準 を持 ち込 もう とした点 にある と考 え られ る。 そ して

この ことは、その よ うな判定基 準が求 め られ るのが、医学 とい う西洋 的な 自然科学 の

一領域 にお いてで ある とい うことに由来す る。 つ ま り、西洋 の歴史 におけ る形而上 学

的思惟 、特 に近代 以 降 の 自然科 学 の性格 は 、(ロ ゴス に よる)表 明化 、普 遍化 、対 象

化 と特 徴づ け る ことが で きるのであ るが ⑫、現存 在の死 は 「最 も自己 的な存在可 能」

として存在 の 一様 態 で あ るか ら、そ の内で思 惟 され るもの を対 象(=存 在 者)化 し、

表 明化 、普遍化 しよ うとす る、 自然科 学 ひいて は形 而上学 的思惟 を拒 む もの なので あ

る。現存 在 の死 は自然 科学す なわ ち形 而上 学的思惟 によっては捉 え られない 。この こ

とが 自然科 学(の 一領域 である医学)に よって見 過 ご されて い る点 に こそ、現 実 的 に

脳死 を 「死」 と して承 認すべ きか否 かを巡 る議論 が繰 り返 されね ばな らない根本 原 因

が存 して いるので ある。 したが って、我 々 の死 の概 念の再検討 を通 じて、現代 医学 と

我 々現代人が 「死」 を 自然科 学的 、形 而上 学的 な態度 にお いて捉 えて きた とい うこと

が 明 らか にな り、 そ う した思惟 の妥 当性 につい ての再吟味 を迫 られているの だ とい う

ことがで きるので ある。

以上の こ とが、我 々の獲得 した新 たな死 の概念 か ら帰結 する事柄 である。結論 と し
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て は、現代 におい て急 速 に変化 しつつあ る生死 につい ての考 え方 に、その原理 的な側

面か ら再考 を促 す もので あった。 それは近 代以 降の 自然科学 的、形而上 学的 な思惟の

特徴 で ある対象 化(客 観化)、 表 明化 、普遍化 とい うことの世界 支配 に疑 問符 を投 げか

け、か といって単 なる主観性 の内 に閉 じこ もるこ とな く、現存 在の死 の現象 をその事

象 実質か ら解釈 した もの であ った 。

我々 は、 自然 科学 的思惟 の世界支配 によ って、 ます ます 自己 自身の 「この世界 」 を

失いつつ ある。そ して我 々現存 在 に とって は、世界 を喪失 する ことその ものが本 来的

にい えば、死 に他 な らない とい うこ とで あ った 。 この現代 の状況 は、あるい は我 々 に

課せ られた一つ の試練 とい うことが で きるか もしれない 。強調 しておかね ばな らな い

ことは、 「この世界 」喪 失 とい う意 味で の死 の後 も、我 々は 生 き療け乳ぽ 療 ら創 ・と

い うこ とであ る。 その新 たな生の 中で、我 々は 自己の世界 と死 を見据 える こ とを通 し

て、本 来的な現存在 を取 り戻 す こ とを呼 び掛 け られ ているの である。(終 わ り)

註

*本 文 中 にお ける 「存 在 と時 間』(。SeinandZeit"15.Aufl.1979.)か らの引用 には

SZの 略記号 にペ ージ数 を併記 して示 した。

(1)「 配 慮(す る)」 とい う語 は現存在 の存 在 を表示 す る存在 論的術語(実 存 疇)と し

て用 い られ 、現存 在の存 在 を、配慮が根 ざす 「関心(S・rge)」 と して見 え うる よう

にするため に用 い られてい る(Vgl.SZ57)。

(2)こ こで はあ くまで も 「存 在者 と して」 の貨 幣が 問題 なのであ り、 それが有す る貨

幣価値 と しての意味 や、そ れ との交換 に よっ て得 られ る諸 々の存 在者 との 関係 は

考慮 されて いない 。

(3)「 この もの性 」につい ては 「存在 と時間』 において は十分展 開 して論 じ られてい

ないが、 ここで見 る ように手 許存 在 の内 に含意 されて いる と考 え られる。

(4)関 心 は 「(内世界 的 に出会 われ る存在 者)の もとに-在 る こと としてそ れ 自身 に

先 立って 一(世 界 の)内 に-既 に-在 る こと」 と定 義 される(SZ192,249)。

(5)こ の ように理 解 されて初め て 「それ 自身 に-先 立 って とい うことこそ終末へ のそ

のような存在 を初 めて可能 にす るのであるJ(SZ259)と い う言葉が理 解 され うる。

(6)Vgl.SZ126ff.

(7)Vgl.SZ§40,186ff.;Heidegger,M."WasistMetaphysik?"11.Aufl.1975.
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(8)Vgl.SZｧ16

(9)Vgl.SZ118ff.

(ZO)「 顧慮」 とは他 の現存在 に関 わる関心 の在 り方で ある。Vgl.SZ121

㈲ 脳 死 とは、従来 の心臓死 に対 して、脳機 能の不可逆 的停 止以後 も、人工呼 吸器等

の現代 の医療技術 の発達 によって心 臓や肺 の機 能が維 持 されてお り、そ のこ とに

よって他 の臓 器 も生 きている とい う状態で ある。

⑫ 拙 論 「ハ イデガ ーに よる形而 上学 の超克 の試み とその可 能性 につい て」(『 アル

ケー一 関西哲学 会年報一デNo.1」(1993))参 照 。

〔哲学 研修員〕

一96一



Uber Welt and Tod 
   Anhand Heideggers Denkens

Yoshitaka YAMAMOTO

 „Der Tod ist eine Seinsmoglichkeit, die je das Dasein selbst zu iibemehmen hat.... In 

dieser,eigensten' Moglichkeit geht es dem Dasein um rein In-der-Welt-sein schlechthin," sagt 

Heidegger in ,Sein and Zeit". Einerseits faBt er uns Menschen als Dasein and bestimmt die 

Grundverfassung des Daseins als In-der-Welt-sein. Andererseits begreift er das Dasein als 

Sein zum Tode. Also kann man sagen, da Heideggers Weltbegriff and Begriff des Todes sich 

untrennbar beziehen, demnach sie gleichursprunglich bestimmt werden mussen. 

 Wenn wir die beiden Begriffe dem Text Heideggers gemaB prufen, bemerken wir, daB der 

noch vertiefte Begriff des Todes aus Heideggers Denken hervortritt. Der neu hervortretene 

Begriff des Todes soil in die modeme Denkart, die heute in verschiedenem Bereich diskutiert 

wird, eine neue Licht bringen. Im dieser Abhandlung mochte ich aus obigen Gesichtspunkt 

den Begriff des Todes Heideggers erklaren.
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